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白岡市生涯学習センター条例

 市民の生涯にわたる学習活動を総合的に支

援するとともに、市民の生涯学習の振興およ

び普及を図ることを目的とする白岡市生涯学

習センターの設置に関し、必要な事項を定め

るため、新たに条例を定めるものです。

問 施設の利用時間について、500人規模の
ホールがあっても、午後5時以降は利用でき

ないのか。

答 必要があると認めるときは、休館日に業

務を行うことができ、また、利用時間を変更

できる。市の主催事業や市民で構成する団体

が主催する事業は臨機応変に判断する。

問 休館日を月曜日に設定した理由は。

答 市内の公共施設や近隣市町の類似施設と

重ならないよう検討を行った結果、設定した。

現図書館の利用実績を見ると月曜日が比較的

少ない状況である。祝日が月曜の場合は開館

し、次の日を休館日とする。

農業委員会委員の任命

 農業委員会法が改正され、選挙制から任命

制になり、市農業委員会委員の任期満了で、

14名の方を任命するものです。

・進藤 貴一	(柴山)
・関山 功一	(新白岡)
・江口 泰夫	(実ヶ谷)
・白石 富子	(上野田)
・岩上  賢	(千駄野)
・八木橋健一	(爪田ケ谷)
・荒井  肇	(荒井新田)
・江原  勝	(下大崎)
・吉澤 眞吉	(下野田)
・小島 俊雄	(篠津)
・鈴木 健一	(太田新井)
・小野田憲司	(小久喜)
・井上日出巳	(白岡)
・大山 峰夫	(上野田)

市職員の育児休業等に関する
条例の一部改正

 人事院規則の一部改正に準じて、職員の育

児休業の再度取得などができる特別の事情と

して、保育所などに入所できないことを加え

るものです。

問 育児休業延長の特別の事情として、保育

所に入所できないことを、認める運用体制は

行われており、追認する改正なのか。

答 今回の改正は、国と同様に運用すること

を、認めていたものを明文化したものです。

建設中の生涯学習センター こもれびの森

　６月１日から21日までの21日間に
わたって定例議会が開かれ、報告3件、
市長提出議案24件を審議し、いずれも
原案のとおり承認・同意・可決しました。

《６月定例会》
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市職員の勤務時間、休日及び
休暇に関する条例の一部改正

 夏季休暇の付与日数について、7月から9
月の期間内における原則として連続する5日

の範囲内の期間としているが、育児短時間勤

務職員など、再任用短時間勤務職員、当該年

の7月1日以後において新たに職員となった

者、6月30日に勤務していない職員で7月1日

以後職員に復帰した者などにあっては、その

者の勤務時間などを考慮し任命権者が別に定

める日数とすることができるよう規定を追加

するものです。

問 ①加える文言は、入れても内容が変わら

ないようだ。あえて加える訳は。②土日祝日

を含む連続９日間以上となる夏季休暇取得状

況の詳細は。③夏季休暇の期間を３カ月から

拡大するべきでは。また、夏季休暇取得のた

めのしわ寄せが非正規職員に行っていないか。

答 ①国や県の表記に準じた条文に改正する

ものである。②5年間で延べ102名、割合と

して、6.31%である。③職員からの拡大の

要望はなく、夏季休暇の取得期間については、

国と同様に7月から9月としてきた。拡大に

ついては、今後の検討とする。また、夏季休

暇取得による非正規職員へのしわ寄せが生じ

ることはない。

学童保育所条例の一部改正

 学童保育所の安定したより良い運営体制を

図るため、指定管理者制度を導入することに

ともない、学童保育所条例の一部を改正する

ものです。

問 指定管理者制度導入にあたり、民間の活

用で重点を置いていることは何か。

答 職員の体制を整えることで、子どもの過

ごす時間の充実や保護者との関係など、公設

でできないような事業の展開に重点を置いて

いる。

こども医療費支給に関する
条例等の一部改正

 児童福祉法の一部改正にともない、こども

医療費支給に関する条例、重度心身障害者医

療費支給に関する条例およびひとり親家庭等

の医療費の支給に関する条例の一部を改正す

るものです。

平成 29年度

一般会計補正予算

 今回の補正予算は、予算総額に448万1
千円を追加し総額150億448万1千円とする

ものです。

 歳入の主なものは、諸収入です。

 歳出の主なものは、コミュニティ助成事業

です。

問 宮山団地に新たに都市計画税を賦課する

という事は、なにか計画があるのか。

答 新たに宮山団地を下水道供給区域にする

ことで、区域の受益が高まるので、受益者に

目的税として都市計画税を賦課することを審

議するものである。

東第二児童クラブ

西児童クラブ
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６月定例議会の一般質問は、12名の議員が32項目について行いました。

◆大倉秀夫 議員
 ○ふれあいの森公園北側私有地の有効活用について

 ○市道の路面標示について

◆石原富子 議員
 ○	白岡市として君津市との友好交流協定に関する考えを伺う

 ○市内小学校の通学路の安全性について

 ○乗り合い交通について

 ○市内の公衆トイレの今後の整備計画を伺う

◆関口昌男 議員
 ○教育行政に関する諸課題について

 ○白岡中学校周辺区域の都市的土地利用について

◆高木隆三 議員
 ○認知症対策について ○高齢者終活支援について

 ○国民健康保険の医療費適正化について

 ○全国瞬時警報システム(Jアラート)について

◆黒須大一郎 議員
 ○下水道について

 ○更なる予算編成過程の透明化を

 ○学ぶ子も教える人も元気になるために

◆菱沼あゆ美 議員
 ○就学援助について

 ○市制施行５周年記念暮らしの便利帳配布を

 ○産婦健康診査について ○訪問理容・訪問美容について

◆渡辺聡一郎 議員
 ○一時保育と保育士の問題について

 ○新生涯学習センターの運営について

 ○マーケットインの農業支援について

◆遠藤　誠 議員
 ○スクールカウンセラーについて

 ○市長交際費について

 ○市民参加計画と市民参加について

◆細井　公 議員
 ○公共施設広域利用の実態について

 ○市民ファーストの行政について

◆井上日出巳 議員
 ○市の創業支援について

 ○マイナンバーを事業者向け住民税額通知書に記載す

  ることについて

 ○白岡駅西口再開発について

◆大島　勉 議員
 ○ふるさとハローワークの設置について

◆斎藤信治 議員
 ○業務継続計画の進捗状況は

※１人につき２項目までを要約して掲載しています。

 市道の路面標示が見えにくく危

険を感じる。交通安全施設の整備

についての警察と市の所管区分を

伺う。市で行われる白線やグリー

ンベルト、止まれなどの29年度以
降の整備予定と整備箇所選定の基

準について伺う。

市道の路面標示の整備
や補修工事は問

 新しくできた市役所北側のグラ

ウンドは4月以降土日の利用頻度
が多く、保護者などの利用で市役

所駐車場は満車に近いので、近く

の私有地を買収して駐車場にした

らどうか。こもれびの森の完成後

は、公園として整備すれば立派な

公園に生まれ変わると思う。

ふれあいの森公園北側
私有地を有効活用問

 横断歩道や一時停止などの規制

をともなう施設については警察に

要望していく。白線やグリーンベ

ルトなどの規制をともなわない施

設については、通学路や事故状況

・交通量・地域間の整備バランス

などを考慮し、緊急性の高い箇所

を優先して整備や補修を行う。

緊急性の高い箇所を
優先し整備を進める答

 ふれあいの森公園は、集積され

た公共区域の中にある憩いの場と

して利用者の増加が見込まれるた

め、図書館機能を有した生涯学習

施設「こもれびの森」が完成した

後の利用状況などを見極めながら、

公園全体の維持管理も含めて研究

していく。

今後の利用状況などを
見極め研究する答

見えにくい路面標示

（白新会）

大倉秀夫 議員
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 今やおもてなしの基本である公

衆トイレの条件は、明るく清潔が

必須であるが現状はそうでない場

合が多い。また新白岡駅東口のト

イレは老朽化が激しく使いづらい。

市外からの来訪者や高校生も多く

利用するので多機能に整備を望む

声が高い。今後の整備計画を伺う。

早急に公衆トイレの
整備を問

 白岡中学校周辺地域の都市的土

地利用の進め方についてはさまざ

まな課題がある。まず、第５次総

合振興計画との整合性をどのよう

に取るのか。また、関係者への周

知や商店街との整合性、営農希望

者への対応などがある。市として

これらにどのように取り組むのか。

白岡中学校周辺地域の
土地利用は問

 各学校で通学路の安全点検を行

っているが、その結果を持ち寄り

交通面と不審者対策の両面で役立

つ全市内の安全マップを作っては

どうか。また「子供 110番の家」
と子どもたちの交流を促進するこ

とで、より安心安全な白岡市が構

築できると考えるが、いかがか。

子どもたちに安心な
街づくりを問

 文部省は、教員勤務実態調査を

発表したが、白岡ではどのように

その実態把握をしているのか。ま

た、教員の勤務時間の削減対策に

ついて、どのように考えているか。

さらに、学校給食の問題について、

無料化の動きがあるが白岡ではど

のように取り組むのか。

教育行政に関する
諸課題への対応は問

 今後、既存の公衆トイレの更新

時期にあわせてバリアフリー化を

図っていく。また、限られた予算

の範囲内ではあるが、高齢者や障が

い者をはじめ、利用者の皆様が安

全で少しでも快適に御利用いただ

けるよう、清掃の回数を増やすな

ど、管理や整備を進めていく。

快適に利用できるよう
整備を進めていく答

 人やモノが集まる都市機能を集

中させ、にぎわいの創出を目指す。

新たな権利者組織を立ち上げ、関

係者に十分理解いただけるよう説

明する。市内の商店街などの関係

者に対し丁寧に説明する。営農希

望者へは代替地の調整とあわせ農

地集積利用についても検討する。

調和のとれた都市的
土地利用を推進する答

 各学校の安全教育主任で市内全

域の情報を共有し、行政区・関係

機関の現有情報を集約した安全マ

ップを作成する。110番の家につ
いては、駆け込み体験やマップ上

での位置づけ、お礼の手紙をお届

けすることなどを通して、交流を

深めていきたい。

学校・地域と連携し
さらなる安全を答

 勤務時間の把握については、重

要な課題であり、出退勤記録によ

り勤務実態の把握に努めている。

勤務時間については、事務の削減

など現在の取組に加え、今後も具

体的な取組を進めていく。給食費

の完全無料化の実施はむずかしい

が先進自治体を注視していく。

国などの動きを注視し、
適正に対応する答

市内中学校

（開白会）

石原富子 議員

（日本共産党）

関口昌男 議員
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 多剤問題に厚労省が取り組み始

めた、服薬数が多いほど飲み間違

えや飲み忘れの可能性も高い。多

剤併用による健康被害をどう防ぐ

か。厚労省は多剤併用の被害を防

ぐための指針を30年度までに策定
する方針。行政は市民への意識啓

発を強めるべきである。

国民健康保険医療費
適正化は問

 部活動は、学校教育の一環であ

る。しかし、その定義には、曖
あい

昧
まい

な点があると判明した。部活を学

ぶ生徒も教える指導員や教員も元

気にするため、市独自の部活動ガ

イドラインの策定を急ぐべし。さ

らに取組を示すために市内NO部
活デー（例０の付く日）の実施を。

学ぶ子も教える人も
元気に問

 １人暮らしの高齢者などの終活

課題に、あらかじめ解決を図る「

仮称エンディングプランサポート

事業」を実施してはどうか。また、

介護、葬儀などをすべて記載でき

る、エンディングノートを配布し、

目立つ場所に置くことで終末期医

療への備えができるのである。

高齢者の終活支援事業
を実施せよ問

 市長は、昨年12月25日に自身の
ブログで、29年度一般会計当初予
算の概要を公表している。ならば、

越谷市や久喜市のように予算査定

理由など予算編成過程の公表をし

て、行政運営の可視化を進めるべ

き時が来たと考えるが、いかがか。

予算編成過程の
透明化を問

 特に高齢者においては多剤併用

による薬物有害事象発生のリスク

が指摘されている。データヘルス

計画には医療費適正化とあわせ重

複服薬対策を盛り込む予定である。

また、おくすり手帳の活用やかか

りつけ薬局をもつなどの意識啓発

に努めていく。

多剤併用への対策、
意識啓発に努める答

 部活動は、学習意欲の向上や責

任感、連帯感の涵
かん

養
よう

に資するもの

であり、各校が教育課程との関連

を図りながら実施している。今後、

生徒の健康面や教職員の負担軽減

にも配慮し、部活動の定義や休養

日の設定を含めた、市の部活動ガ

イドライン策定を進めていく。

部活動ガイドラインの
策定を進めていく答

 民間などの専門知識や事例を参

考にしながら、相談体制を強化し、

終活支援を含めた地域包括ケアシ

ステムの推進を図っていく。また、

エンディングノートの目的や役割

の理解を図るとともに、配付が可

能となるよう市独自のノート作成

に向けて検討する。

相談体制を強化し、
終活支援を推進する答

 予算要求額、予算査定状況など

を予算編成過程で公開することに

ついては、その情報が流動的な要

素を有しているため、慎重に検討

する必要がある。市としては今後、

先行事例を参考とし、様々な課題

を整理していきたい。

先行事例を参考に
課題を整理答

（公明党）

高木隆三 議員

篠津中学校情報技術部

（隼人）

黒須大一郎 議員
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 市制施行５周年記念に、市役所

の情報や買い物支援としての宅配

・出張サービス情報、住所変更後

の地図を掲載した冊子「暮らしの

便利帳」を作成し、全戸配布をし

てはどうか。市民の意見を聞き作

成すると、使いやすく分かりやす

いものになると思うが、いかがか。

市民目線の
「暮らしの便利帳」を問

 埼玉県では今年度から飲食店や

流通業者の要望をヒアリングし、

それをもとにリゾット用米やヨー

ロッパ野菜など、付加価値の高い

新たな農作物を農家に生産しても

らう取組を始める。市としても県

などと連携し、新たなニーズを踏

まえた農業支援を行えないか。

新たなニーズを
踏まえた農業支援を問

 学用品や給食費などを支給する

就学援助に新入学準備用品費（ラ

ンドセルなど）がある。しかし、

入学後の支給である。国が交付要

綱を改正し、入学前支給と倍額の

支給が可能となった。対応はどう

するのか。また、援助の周知に各

学校のホームページを活用しては。

小学校入学前の
就学援助支給は問

 一時保育において保育士の数が

不足している。そのために本来の

子どもの定員数が受け入れられて

いない。一時保育の役割がしっか

りと果たされるように環境を整備

していく必要がある。保育士への

支援や潜在保育士へのアプローチ

など、市として対策を図れないか。

一時保育の受け入れと
保育士の確保を問

 市制施行５周年記念事業の一環

として「暮らしの便利帳」を作成

する。作成にあたっては市民の皆

様および関係団体からの情報収集

に努め、行政情報に加えて、生活

の多様化に対応した商店会や個人

商店のサービスなど市民の皆様が

必要とする情報を掲載していく。

市民が親しみやすい
便利帳を作成する答

 この事業は魅力的な取組である

と考えている。市としては、県や農

協と連携しながら、生産者と事業

者とのマッチングに向け、当事業

の周知や活用を図っていく。  

 また、生産者の機械などの導入

に際しても、県などと協力して支

援をしていきたい。

県などと協力して
支援をしていく答

 新入学準備用品費の入学前支給

と倍額支給は、経済的に困窮する

世帯の負担軽減に有効な手段であ

る。今後は、増額に努めるととも

に、入学前支給の適正な実施方法

を調査研究していく。また、ホー

ムページの活用などにより、援助

制度の周知に努めていく。

適正な実施方法を
調査研究していく答

 質の高い保育の提供と一時的保

育事業の充実のため、引き続き広

域での求人活動などにより保育士

の確保に努める。支援は、埼玉県

社会福祉協議会の入学金や就職準

備金の貸付事業、埼玉県保育士・

保育園支援センターによる潜在保

育士の再就職支援制度を活用する。

提供体制整備のため
保育士確保に努める答

（公明党）

菱沼あゆ美 議員

（創政会）

渡辺聡一郎 議員
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 28、29年いずれも5月の広報で
市民参画計画を公表しているが、

会議開催前の公表はしているのか。

 また、公表は市民が傍聴しやす

いように、時期を適切に、議題の

公表などすべきではないか。

 ホームページで見ることが極め

て少なく感じているが、いかがか。

会議の傍聴を
増やすために問

 公共施設の広域利用制度の実際

の利用者はどのくらいか。制度の

利用をより活発化させる取組を他

自治体と連携して行う考えはない

か。今後、協議会内で必要な施設

を共同で建設したり、県立施設を

誘致するなど他自治体との連携を

強化する考えはないか。

公共施設広域利用の
実態と今後の方針は問

 28年度では153件総額71万1,220
円になる。うち141件は市長自身
が持参した。

 時間と税金を使うことはコスト

となる。また、ホームページに掲

載された相手は85%以上が市内の
団体や個人である。見直し、他の

費用に、時間は外交に使うべきだ。

市長交際費、時間も
お金もコストです問

 市長への手紙制度で4年前に寄
せられた貴重な意見を無視した結

果、白岡町のままになっている告

知板が今も残存している。市民に

有益な情報をわかりやすく出した

り、利便性向上のために企業と折

衝するなど「市民を大事にする行

政」をすべきではないか。

市民ファーストの
視点で市内活性化を問

 市では、広報紙に参画計画とし

て附属機関など35の会議の開催予
定について掲載し、約３割が開催

の詳細を公式HPで公表した。今
後は、附属機関などの会議開催に

係る市民への情報提供のあり方に

ついては、市民が参加しやすいよ

う、適切に運用していきたい。

参加しやすいよう
適切に運用していく答

 老人福祉センターにおける市外

住民の利用者数は、昨年度で延べ

5,188人。協議会は広域的な行政課
題について調査研究・連絡調整を

図る組織であり、施設の共同設置

を目的としていない。今後は、構

成市町と連携し、施設の相互利用

の啓発・周知を図りたい。

構成市町で相互利用の
啓発周知を行う答

 市長が市内の行事や会議などに

出席し、直接市民の声をお聞きす

ることは、市の政策課題を把握す

る第一歩であり、政策立案に繋が

る貴重な機会である。今後も、円

滑な市政運営を図るため、社会通

念に沿って、市長交際費の適正な

執行に努めていく。

今後も適正な執行に
努めていく答

 市制施行の際、案内板などの表

記を「白岡町」から「白岡市」へ

修正した。一部の未修正箇所は早

急に対応する。これまでも真に必

要な事業を判断し、市民の皆様の

希望を汲み取った事業を実施して

きた。今後も、市民第一の市政運

営に取り組んでいく。

市民の皆様とともに
市政運営に取り組む答

老人福祉センタ－

（無所属）

遠藤　誠 議員

（白新会）

細井　公 議員
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 駅前広場の拡張と都市計画道路

(西口線)の整備のための用地買
収が順次進められているが、事業

のグランドデザインはあるのか。

どのような整備手法を考えている

のか。今後のスケジュールと財源

はどうなっているのか。シミュレ

ーションしてあるのか伺う。

白岡駅西口再開発は問

 昨年の6月議会で質問した業務
継続計画について、1年経過した
現在の進捗状況と完成予定を伺う。

 また市民生活に必要なデータの

保全と、庁舎内に設置されている

サーバの安全性を高めるために、

外部センター移設やクラウド化が

必要と思うが、検討状況を伺う。

業務継続計画 (BCP)の
進捗状況は問

 白岡の経済を元気にするには、

白岡で創業を志す人を市が適切に

支援することが大事だと思うが、

市や商工会では、どのような支援

体制でどのような内容の支援を行

っているか。また、創業を志す市

内外の人たちにどのように広報や

周知を図っているのか伺う。

市の創業支援は問

 当市は、雇用創出・拡大を掲げ

政策を進めていると考えるが、現

在の雇用環境をどう認識している

か。また、市で進めている雇用対

策の現状と成果はどうなっている

か伺う。以上のことを踏まえて、

ふるさとハローワーク設置に対し

て、市の考えを伺う。

ふるさとハローワーク
設置を問

 事業用地以外の土地を含めてグ

ランドデザインを描くことは難し

いため、参考事例の提示などによ

り、権利者に土地利用のイメージ

を持っていただく。用地買収方式

による代替地不足が大きな課題の

ため、現段階ではスケジュールと

財源の見通しは立っていない。

用地買収方式により
整備を進めていく答

 市全体の業務継続計画は、今年

度中の策定を目指して、引き続き

作業を進める。また、電算システ

ム関係の業務継続計画は、現在策

定していないが、今年度中に、埼

玉県の支援を受けて、市全体の業

務継続計画を踏まえ取り組んでい

く。

今年度中の策定を
目指し取り組んでいく答

 商工会と連携して、補助制度や

制度融資の案内など創業を支援し

ている。特に商工会では、創業セ

ミナーの開催など、創業手続から

創業後の経営課題に至る相談にも

対応している。また、ホームペー

ジなどで、創業支援について周知

しているが、改善を図っていく。

商工会と連携して創業
を支援していく答

 雇用環境は改善傾向にある。市

の窓口で、ハローワークの求人情

報をオンラインで提供している。

また、ハローワークと共催の合同

就職面接会を実施し、昨年度は９

名が就職した。引き続き、ふるさ

とハローワークの設置に向けて、

ハローワークと検討をしていく。

引き続き設置に向けて
検討をしていく答

（創政会）

井上日出巳 議員

白岡駅西口ロータリー

（創政会）

大島　勉 議員

（開白会）

斎藤信治 議員

9



（○：賛成　×：反対　欠：欠席）
≪３月定例議会の審議結果≫≪６月定例議会の審議結果≫

 農福連携ビジネスとは、農業は農作業を外

注し、障がい福祉事業は障がい者の労働力の

提供を行うことで、両方の強みを生かし弱み

を補完し合うことにより、ビジネスを構築す

る仕組みです。

 市内ではアルファイノベーション株式会社

が、25年５月から同グループのＮＰＯ法人

めぐみの里とともにネギを栽培し、農福連携

事業を開始しています。

 農福連携によるビジネスは、耕作放棄地の

解消、人手不足の解消など、農業の諸課題を

解決するひとつの手段であるとともに、障が

い者の雇用を促し、自立をサポートすること

につながることから、今後の農業経営の発展

や障がい者福祉に寄与するものとしておおい

に期待されるものであります。

 当市としても農業および障がい者福祉の新

たな可能性が望めるものとして、今後も支援

し、連携を図っていく必要があると考えます。

産業建設常任委員会 農福連携展開によるネギ栽培について
４月 21日	 アルファイノベーション株式会社

委員会活動報告

農場と作業場を視察

※ 18番　藤井栄一郎議員は議長のため、採決には加わっていません。

議席番号・議員名

件　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決結果
井
上
日
出
巳

渡
辺
聡
一
郎

関
口
　
昌
男

斎
藤
　
信
治

松
本
　
栄
一

細
井
　
　
公

大
島
　
　
勉

遠
藤
　
　
誠

黒
須
大
一
郎

大
髙
　
　
馨

鬼
久
保
二
郎

野
口
　
克
博

石
原
　
富
子

大
倉
　
秀
夫

江
原
　
浩
之

菱
沼
あ
ゆ
美

高
木
　
隆
三

藤
井
栄
一
郎

農業委員会委員の任命（議案第 34号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 35号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 36号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 37号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 38号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 39号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 40号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 41号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 42号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 43号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 44号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 45号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 46号）退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
農業委員会委員の任命（議案第 47号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意
生涯学習センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
学童保育所条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
こども医療費支給に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
専決処分の承認（税条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認
専決処分の承認（都市計画税条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認
専決処分の承認（国民健康保険税条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認
市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
平成29年度一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
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 埼玉東部消防組合は、設立して５年を迎え

ます。

 近年の火災件数は減少傾向にあります。減

少理由の一つとして、住宅用火災警報器が普

及したことが考えられます。一方で、救急件

数は、高齢化の影響もあり年々増加していま

す。

 広域消防となり、現場に一番近い消防車両

が出動することにより、災害時の現場到着時

間が短縮されています。大規模火災などに対

応できるよう、高機能消防指令センターや消

防車両の整備など、消防力を高め、素早い連

携で被害の拡大を止めることができるよう備

えています。

 久喜消防署に災害支援の後方支援用として

支援車が配備されました。また、ドローンも

配備され、危険区域の状況確認など、人が立

 東松山市は、公立の放課後児童クラブが５

施設、ＮＰＯ法人の放課後児童クラブが８施

設、民間の放課後児童クラブが２施設あり、

合計で15の施設があります。

 そのうち、公立の放課後児童クラブでは、

管理業務に民間活力を導入し、サービスの質

の向上と管理コストの削減および創意ある提

案をしてもらうことを期待し、指定管理者制

度を導入しました。

 指定管理者制度で運営している、きらめき

クラブしんめいは、20年度から指定管理者

制度を導入しています。常勤指導員も含めて、

児童数40人までに対し３人以上、41人以上

の場合は４人以上の保育士資格または教員免

許を有する支援員が、子ども達を上手に宿題

や行事に導いています。学童保育は、授業だ

けでは得られない集団の中で育ちあう場です。

ち入ることが困難な危険箇所の撮影や監視な

ど、今後の活用が期待されます。

 今後も、さまざまな災害に対応すべく各種

車両や資機材の整備を図るとともに、併せて

配備されている特殊車両や高度な資機材を最

大限に活用できるよう日々の訓練を十分に行

い、市民の安全安心を守ることを期待します。

行政は、コンセプトをしっかりと持ち、真に

子ども達の成長を手助けし、安全に見守って

いく仕組みを作ることが必要であると感じま

した。そして、このことが学童保育の充実に

つながることを期待します。

総務常任委員会 広域消防の現状について
５月９日	 	 埼玉東部消防組合消防局

文教厚生常任委員会 指定管理による学童保育について
５月 10日	 	 東松山市

東部消防組合本部を視察

きらめきクラブしんめいを視察
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 政務活動費は、会派の活動を補助する経

費として、議員１人あたり月額１万円が交

付され、使途の範囲は、右記の項目に限ら

れています。

 提出された収支報告書には、領収書と実

績報告書が添付され、残金がある場合は、

その額を返還することになっています。

 なお、交付額を超える支出額は、会派の

負担です。

項 目 内  容

調査研究費
研修会などの開催に要する経費、他の団体が

開催する研修会などへの参加に要する経費

調査費 交通費・宿泊費など、先進地調査に要する経費

会議費 会場費など、会議に要する経費

資料作成費 資料の作成に要する経費

資料購入費 定期刊行物・書籍などの購入に要する経費

広報費 会報印刷代など、住民への報告に要する経費

広聴費
会場費など、住民の要望・意見を聴くための会

議などに要する経費

要請・陳情活動費 要請、陳情活動を行うために要する経費

事務費 事務用品購入代など、事務に要する経費

日本共産党 １人

政 務 活 動 費 交 付 額 120,000	
資 料 購 入 費 110,281	
支 出 合 計 110,281	
返 還 金 9,719	

公明党 ２人

政 務 活 動 費 交 付 額 240,000	
調 査 研 究 費 50,128	
調 査 費 122,102	
資 料 購 入 費 51,909	
事 務 費 18,780	
支 出 合 計 242,919	
返 還 金 0	

好日 １人

政 務 活 動 費 交 付 額 120,000	
調 査 研 究 費 9,216	
調 査 費 1,948	
資 料 購 入 費 35,851	
広 報 費 65,540	
事 務 費 9,940	
支 出 合 計 122,495	
返 還 金 0	

隼人 ２人

政 務 活 動 費 交 付 額 240,000	
調 査 研 究 費 204,122	
資 料 購 入 費 17,000	
事 務 費 21,271	
支 出 合 計 242,393	
返 還 金 0	

開白会 ２人

政 務 活 動 費 交 付 額 240,000	
調 査 研 究 費 148,360	
資 料 作 成 費 58,754	
事 務 費 33,154	
支 出 合 計 240,268	
返 還 金 0	

白新会 ３人

政 務 活 動 費 交 付 額 360,000	
調 査 研 究 費 126,100	
調 査 費 123,504	
資 料 購 入 費 58,813	
事 務 費 29,980	
支 出 合 計 338,397	
返 還 金 21,603	

（単位：円）

▶▶▶平成28年度政務活動費の収支報告◀◀◀

市民クラブ ２人

政 務 活 動 費 交 付 額 240,000	
調 査 研 究 費 114,332	
資 料 購 入 費 94,764	
支 出 合 計 209,096	
返 還 金 30,904	

明政会 １人

政 務 活 動 費 交 付 額 120,000	
資 料 購 入 費 44,820	
事 務 費 15,972	
支 出 合 計 60,792	
返 還 金 59,208	

創政会 ４人

政 務 活 動 費 交 付 額 480,000	
調 査 費 385,965	
支 出 合 計 385,965	
返 還 金 94,035	

平成28年４月～平成29年３月分
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 このたび６月21日、議員各位のご推挙に

より、議長・副議長に就任させていただくこ

とになりました。身に余る光栄でありますと

ともに、責任の重大さに身の引き締まる思い

でございます。

 さて、当市は、今年の10月で市制施

行５周年を迎えます。地方創生を目指し、

市民・行政と連携し、さらなる市政の発

展とともに、公正公平な議会運営に努め

て参ります。

 今後とも、ご理解とご支援をお願い申し

上げまして、就任のあいさつといたします。

正副議長が選出されました

議長

藤井　栄一郎
副議長

大倉　秀夫

● ● ● ● ● 各委員を紹介します ● ● ● ● ●

総務常任委員会
◎井上日出巳   ○渡辺聡一郎   斎藤 信治   細井  公

 野口 克博    藤井栄一郎

文教厚生

常任委員会

◎石原 富子   ○大島  勉   関口 昌男   黒須大一郎

 大倉 秀夫    高木 隆三

産業建設

常任委員会

◎鬼久保二郎   ○松本 栄一   遠藤  誠   大髙  	馨

 江原 浩之    菱沼あゆ美

議会広報

常任委員会

◎大島  勉   ○斎藤 信治   関口 昌男   細井  公

 黒須大一郎    鬼久保二郎   高木 隆三

議会運営

委員会

◎高木 隆三   ○井上日出巳   関口 昌男   黒須大一郎

 大髙  馨    鬼久保二郎   石原 富子   

蓮田白岡衛生

組合議会議員

 関口 昌男    斎藤 信治   黒須大一郎   鬼久保二郎

 大倉 秀夫    高木 隆三

埼葛斎場組合

議会議員
 松本 栄一    菱沼あゆ美

埼玉東部消防

組合議会議員
 井上日出巳    大髙  馨 

◎印：委員長  ○印：副委員長
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５月

9 日 総務常任委員会の所管事務調査

10 日 文教厚生常任委員会の所管事務調査

24 日 全国市議会議長会の定期総会

26 日 議会運営委員会

６月

1 日 第2回議会定例会
5 日 第2回議会定例会

議 会 日 誌

 ある記者の話を聞いた。まだ駆

け出しのころ、先輩に教わった。

「思いだけで、良い記事が書ける

とは限らない。でも思いがなければ、良い記事は書けない」と。

 文章も対話と同じだと思う。いくら体裁が整っていても、借り

物や、背伸びの言葉は、心に響かない。うまくなくてもいい。大

切なのは、自分の思いを、自分の言葉で、誠実に伝えること。

 久しぶりの広報委員、自分の思いを誠実に伝えることを大切に、

編集に取り組んでいきます。	 	 （高木）

編 後集 記

次回の定例会は

９月７日（木） 開会予定です。

蓮田白岡衛生組合議会報告

 28年組合議会は定例会４回が開催され、人事

案件１件、条例関係10件、規約変更１件、予

算関係４件、決算認定１件、規則改正１件の議

案を審議し、いずれも原案のとおり可決しまし

た。

 28年度に衛生組合で受け入れたごみの総量は、

３万1,776ｔで、前年と比べ152ｔ減少しています。

そのうち、資源物の収集量は3,970ｔでした。そ

の後、中間処理を経て、資源化量は7,201t、最

終処分場埋立量は871tとなっています。

埼玉東部消防組合議会報告

 28年組合議会は定例会２回、臨時会１回の計

３回開催され、議員提出議案２件、予算関係４件、

人事案件２件、条例関係12件、規約変更１件、財

産取得４件、決算認定１件、専決処分の承認２件、

計画の策定案件１件の議案を審議し、いずれも原

案のとおり可決しました。

 28年中の火災発生件数は、組合内148件、う

ち白岡市12件となっています。

 救急出動件数は、組合内２万380件、うち白岡

市2,064件となっています。

 救助出動件数は、組合内270件、うち白岡市

25件となっています。

埼葛斎場組合議会報告

 28年組合議会は２回開催され、条例関係２件、

予算関係３件、決算認定１件、人事案件３件、専

決処分１件の議案を審議し、いずれも原案のとお

り可決しました。

 28年度の火葬実績は、合計で3,320体、内訳

は、大人3,258体、子ども7体、死胎など55体と

なっています。

 また、組合外の火葬実績は総数で589体です。

小動物合同葬実績は、組合内の総数が2,187頭、

組合外が107頭でした。

６月定例議会傍聴者数

市内：39名	市外：0名	合計：39名

6 日 第2回議会定例会
9 日 第2回議会定例会

議会広報常任委員会

13 日 文教厚生常任委員会

14 日 産業建設常任委員会

15 日 総務常任委員会

19 日 埼玉東部消防組合議会の臨時議会
21 日 第2回議会定例会
27 日 議会広報常任委員会

28 日 蓮田白岡衛生組合議会の定例議会

７月

5・6 日 県第４区議長会の視察研修

11 日 県第４区議長会の議員研修会

12 日 議会広報常任委員会

14 日 産業建設常任委員会の所管事務調査

20･21 日 文教厚生常任委員会行政視察

27 日 全員協議会

28 日 総務常任委員会の所管事務調査
埼葛斎場組合議会の定例議会
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